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相
次
ぐ

大
災
害
¬

」
ｉ
.
1
1

ヒ
曰

　
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
は
、
0
4
年
の
イ

ン
ド
洋
犬
津
波
で
の
支
援
で

ア
ヂ
エ
な
ど
に
派
遣
中
の
国

連
機
を
物
資
輸
送
用
と
し
て

待
機
さ
せ
て
い
る
。

　
世
界
で
は
過
去
１
年
半
だ

け
で
も
イ
ン
ド
洋
犬
津
波

め
た
。
被
災
者
救
援
物
資
の

購
入
、
社
会
資
本
の
復
旧
活

動
な
ど
に
充
て
る
。
同
時
に

2
9
日
朝
に
医
師
、
看
護
師
な

ど
計
2
5
人
の
国
際
緊
急
援
助

隊
を
派
遣
す
る
こ
と
と
、
毛

布
、
テ
ン
ト
な
ど
約
２
０
０

（
0
4
年
1
2
月
）
、
米
国
の
大

型
ハ
リ
ケ
ー
ン
（
0
5
年
８

月
）
、
パ
キ
ス
タ
ン
大
地
震

　
（
同
1
0
月
）
な
ど
の
大
規
模

な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い

る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
日
本
国
際
ボ
ラ

Ｏ
万
円
相
当
の
緊
急
援
助
物

資
を
送
る
こ
と
も
決
め
た
。

　
外
務
省
で
2
8
日
夜
、
佐
々

江
賢
一
郎
ア
ジ
ア
大
洋
州
局

長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
災
害
対

策
連
絡
室
の
会
議
を
開
き
、

緊
急
支
援
策
を
決
定
し
た
。

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
土
　
（
Ｊ

Ｖ
Ｃ
）
の
清
水
俊
弘
事
務
局

長
（
4
3
）
は
「
災
害
の
た
び
に
、

そ
れ
以
前
の
支
援
現
場
は
古

い
順
に
資
金
が
集
ま
ら
な
く

な
っ
て
い
く
」
と
語
り
、
相

次
ぐ
災
害
に
よ
る
″
援
助
疲

れ
の
影
響
″
を
指
摘
す
る
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
坂
東
賢

治
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
潭
田
克
己
、

栗
田
慎
二
高
尾
具
成
】

会
議
後
、
塩
崎
恭
久
副
外
相

は
記
者
団
に
「
被
害
が
さ
ら

に
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
引
き
続
き
緊
張
感
を
持

っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。
【
大
貫
智
子
】

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
職
員

　
２
人
被
災
地
に

　
政
府
の
外
郭
団
体
「
ア
ジ

-

ア
防
災
セ
ン
タ
土
　
（
神
戸

市
中
央
区
）
は
3
0
日
に
も
、

緊
急
調
査
団
を
派
遣
す
る
。

荒
木
田
勝
・
主
任
研
究
員
ら

が
現
地
で
被
害
実
態
を
把
握

し
、
被
害
が
大
き
い
ジ
ョ
ク

ジ
ャ
カ
ル
タ
な
ど
に
も
入
る

予
定
。
同
国
政
府
の
防
災
組

織
「
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｓ
（
バ

コ
ル
ナ
ス
）
」
と
連
携
す
る
。

ま
た
、
国
際
医
療
援
助
団
体

「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
（
岡
山
市
）
は
、

畑
山
ゆ
か
り
さ
ん
（
3
1
）
ら
２

人
が
2
8
目
、
被
災
地
に
向
け
、

岡
山
空
港
を
出
発
し
た
。

　
一
方
、
神
戸
に
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
阪
神
淡
路
大
震
災

　
１
・
1
7
希
望
の
灯
り
（
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
）
」
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
「
海
外
災
害
援
助
市
民
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
）
」
は
2
8

目
、
募
金
活
動
を
始
め
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
は
職
員
２
人
の
現

地
派
遣
も
決
め
た
。
募
金
の

問
い
合
わ
せ
は
、
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｓ
が
０
７
８
・
５
９
５
・
２

８
０
０
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
が
０
７

８
’
５
７
８
°
７
７
４
４
０

　
ま
た
、
大
阪
府
と
兵
庫
県

は
同
日
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
に
見
舞
金
１
０

０
万
円
を
贈
る
こ
と
を
決
め

た
。
大
阪
府
は
太
田
房
江
知

事
が
2
9
日
午
前
、
大
阪
市
中

央
区
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
総
領

事
館
に
直
接
届
け
る
予
定
。

ジ
″
ワ
中
部
地
震

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ

島
中
部
地
震
に
対
し
て
は
国

連
や
国
際
機
関
、
日
本
を
含

む
各
国
か
ら
の
支
援
が
相
次

い
で
い
る
。
一
方
で
、
Ｎ
�

Ｏ
な
ど
に
は
相
次
ぐ
大
規

模
災
害
に
「
支
援
疲
れ
」

の
影
響
を
指
摘
す
る
声
も
あ

る
。
　
国
連
の
ア
ナ
ン
事
務
総
長

は
2
7
目
、
犠
牲
者
に
弔
意
を

示
し
、
国
連
人
道
問
題
調
整

宮
室
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
の
災
害

首
相
が
哀
悼
の
意

　
小
泉
純
一
郎
首
相
は
2
8

日
、
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
で
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ユ
ド
ヨ
ノ

大
統
領
に
「
多
く
の
人
命
が

失
わ
れ
た
こ
と
に
哀
悼
の
意

評
価
・
調
整
チ
ー
ム
が
人
道

援
助
提
供
や
国
際
的
支
援
網

の
動
員
態
勢
を
整
え
て
い
る

と
の
声
明
を
出
し
た
。
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・
・
・

日
本
、
1
1
億
円
支
援

　
日
本
政
府
は
2
8
日
、
ジ
ャ

ワ
島
中
部
地
震
に
対
し
、
計

１
０
０
０
万
訪
（
約
Ｈ
億
１

０
０
０
万
円
）
の
緊
急
無
償

資
金
協
力
を
行
う
こ
と
を
決

を
表
す
る
。
速
や
か
な
回
復

と
復
興
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
今
後
も
最
大
限
の
支
援
を

借
し
ま
な
い
」
と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
在
ジ
ャ
カ
ル
タ
日

本
大
使
館
を
通
じ
て
伝
え

た
。

2
8
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中
部
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ

特
別
州
バ
ン
ト
ゥ
ル
県
で
朝
食
の
準
備
を
す
る
被
災
者
目
口
Ａ
Ｐ
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